
令和 5 年 5 月吉日 

各  位 
鹿児島大学国際島嶼教育研究センター 

交流企画部会長 柿沼太郎 
 

国際島嶼教育研究センター第 230 回研究会のご案内 
 

国際島嶼教育研究センター第 230 回研究会を下記のとおり開催いたします。皆様方の多

数のご参加を心よりお待ち申し上げます。 

 

記 

 

日 時：令和 5 年 6 月 19 日（月）16 時 30 分～18 時 

会 場：総合教育研究棟 5 階 国際島嶼教育研究センター会議室 

    （〒890-8580 鹿児島市郡元１丁目 21-24） 

中 継：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室 

    （〒894-0026 鹿児島県奄美市名瀬港町 15-1 奄美群島大島紬会館 6 階） 

ＷＥＢ：Zoom 

参加費：無料（通信費は参加者負担） 

 

 

奄美群島における焼塩土器の基礎的研究 

 

與嶺友紀也（伊仙町教育委員会） 

 

【要旨】 

これまで古代九州の焼塩土器（布目圧痕土器）が奄美群島で出土することは知られていた。

焼塩土器が九州からの搬入品の一つとされる一方で、奄美群島の在地土器と焼塩土器の胎土

が共通することも指摘されていた。すなわち奄美群島内で焼塩土器を生産しており、奄美群

島の焼塩土器は貝塚時代後 2期後半の社会状況を示す遺物の一つになる可能性がある。 

そこで奄美群島出土の焼塩土器の詳細な観察を行い、鹿児島本土の焼塩土器と比較を行っ

た。また奄美群島での焼塩土器の出土事例の集成も実施した。その結果、奄美群島の焼塩土

器と鹿児島本土のものは器形と内面の布目痕が共通し、胎土・製作方法・年代観が異なるこ

とがわかった。 

したがって奄美群島内で焼塩土器が生産・流通していたと推定された。同時に古代九州の

製塩技術が奄美群島に伝播した可能性が出てきた。そして奄美群島における焼塩土器の出

現・展開の背景には、奄美諸島において 9世紀後半より本格的な農耕や鍛冶技術を導入した

ことによる塩の需要の高まりが想定された。製塩場所の候補地としては奄美大島が挙げら

れ、徳之島や沖永良部島も一部生産に関わっていた可能性がでてきた。そして喜界島は塩の

一大消費地であったと考えられた。 

 

 



【対面式でのご参加（要登録）】 
新型コロナウイルス感染症の予防の観点から、ご自身の体調を十分お考えのうえ、ご参加

ください。対面式でのご参加をご希望の場合は、下記の情報をメールまたは電話にて 6 月 15
日（木）までにお知らせください。 
 
お名前（必須）： 
お電話番号（必須）： 
ご所属先： 
ご住所： 
メールアドレス： 
メーリングリストへの登録の希望の有無： 
 

初めてご参加いただく方で、今後、当センターの研究会やシンポジウム等の案内をご希望

の方は「希望する」とお書きのうえ、メールアドレスも必ず記入してください。 
 
 
【オンライン（Zoom）でのご参加（要登録）】  
 インターネット環境とパソコン、スマートフォン、タブレット等があれば、ご自宅やオフ

ィスからご気軽にご視聴いただけます。通信費は参加者負担となります。 
オンラインでのご参加をご希望の場合は、下記の情報をメールにて 6 月 15 日（木）までに

ご連絡ください。Zoom の視聴方法については、参加登録後に届く、登録確認メールをご覧く

ださい。 
 
お名前（必須）： 
メールアドレス（必須）： 
ご所属先： 
ご住所： 
メーリングリストへの登録の希望の有無： 
 

初めてご参加いただく方で、今後、当センターの研究会やシンポジウム等の案内をご希望

の方は「希望する」とお書きください。 
 
_________________________________________________________________________________ 
【ご連絡先】 
対面式（申込期限：6 月 15 日（木）） 
 センター会議室：shimaken@cpi.kagoshima-u.ac.jp または 099-285-7394（担当：大塚） 
 奄美分室：amamist@cpi.kagoshima-u.ac.jp または 0997-69-4852（担当：財部） 
 
オンライン（Zoom）（申込期限：6 月 15 日（木）） 
 yotsuka@cpi.kagoshima-u.ac.jp（担当：大塚）  
 
 


